
彼
は
千
葉
時
代
に
佐
倉
順
天
堂
塾
で
佐
藤
泰
然
に
つ
い
て
修
学
中

「
順
天
堂
外
科
実
験
」
を
の
こ
し
、
長
崎
留
学
時
代
に
は
「
長
崎
在

学
日
記
」
お
よ
び
「
朋
百
氏
治
療
記
事
」
（
万
延
元
年
１
文
久
二
年
）
を

の
こ
し
、
ま
た
、
徳
島
時
代
前
期
に
は
「
戊
辰
役
奥
羽
出
張
病
院
日

記
」
（
明
治
元
年
）
お
よ
び
「
家
日
誌
抄
」
（
文
久
二
年
ｌ
明
治
三
年
）
を

の
こ
し
た
。

し
か
し
、
徳
島
時
代
後
期
に
は
認
む
く
き
医
学
的
論
著
を
欠
き
、

む
し
ろ
、
医
学
知
識
の
普
及
と
啓
蒙
に
努
力
し
て
、
「
養
生
心
得
草
」

（
明
治
八
年
）
、
「
虎
列
刺
病
私
考
」
（
明
治
十
二
年
）
、
「
命
の
洗
濯
」

（
明
治
三
十
四
年
）
な
ど
発
表
し
た
。

右
の
中
、
「
家
日
誌
抄
」
の
中
に
書
き
と
ど
め
た
「
膿
疫
症
ヲ
悔

ル
ノ
記
」
は
、
彼
が
奥
羽
出
張
病
院
頭
取
と
し
て
出
征
中
、
治
療
し

た
負
傷
兵
患
者
約
三
百
名
中
、
本
病
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
患
者
は
二

徳
島
時
代
の
関
寛
斎
（
続
報
）

そ
の
医
学
的
業
績
に
つ
い
て

福
島
義
一

十
三
名
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
高
率
な
死
亡
者
を
出
し
た
原
因

は
、
充
分
な
医
学
知
識
の
欠
如
と
適
切
な
医
療
看
護
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
、
深
く
自
戒
反
省
し
た
感
銘
深
い
記
録
で

あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

彼
は
、
本
戦
傷
疾
患
の
特
徴
と
し
て

①
創
傷
の
程
度
は
、
大
小
深
浅
に
関
係
な
く
発
病
。

③
死
亡
率
が
高
い
。

③
キ
ニ
ー
ネ
、
モ
ル
ヒ
ネ
の
与
薬
は
、
か
え
っ
て
死
亡
率
を
た

か
め
た
。

な
ど
挙
げ
た
。

ま
た
、
出
征
中
の
治
療
体
験
か
ら
次
ぎ
の
事
項
を
実
施
す
れ
ば
有

効
と
認
め
た
。

の
清
潔
（
特
に
環
境
と
衣
服
）
に
す
る
こ
と
。

⑨
患
者
を
個
室
に
収
容
し
、
多
人
数
雑
居
を
さ
け
る
。

⑧
患
者
の
興
ふ
ん
刺
戟
を
さ
け
、
精
神
の
安
静
を
は
か
る
。

④
少
量
の
燐
酸
水
の
頓
用
以
外
は
、
一
切
薬
剤
を
与
薬
し
な

い
。

⑤
創
傷
処
置
に
は
、
患
部
貯
留
液
（
分
泌
物
）
を
充
分
に
排
除

す
る
。
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彼
は
、
破
傷
風
に
つ
い
て
は
充
分
な
知
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
、

本
病
の
本
体
は
、
敗
血
症
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

（
徳
島
市
）

一
九
○
一
年
一
二
月
一
○
日
、
ウ
ー
ド
ネ
ル
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
総

裁
は
、
こ
の
よ
う
な
授
賞
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
（
中
村
誠
太
郎
・
小
沼

通
二
編
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
講
演
物
理
学
」
三
五
・
ヘ
ー
ジ
）
。

〃
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ノ
ー
ベ
ル
が
、
彼
の
遺
言
状
の
中
で
創
設
し
た
偉
大
な
る
賞
の
う
ち

の
二
つ
の
授
与
を
行
な
う
特
権
を
、
ノ
ー
ベ
ル
か
ら
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
Ｉ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

大
学
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
教
授
に
、
お

贈
り
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
ｌ
こ
こ
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
線
に

つ
い
て
発
見
さ
れ
た
性
質
の
一
つ
だ
け
を
、
思
い
お
こ
し
て
み
る
こ

と
に
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
医
療
に
お
け
る
エ
ッ
ク
ス
線
の
広
範
囲
の
使
用
の
基
礎

を
な
し
て
い
る
性
質
で
す
。
ｌ
″

本
邦
放
射
線
事
始
に
尽
し
た
人
び
と

今

市

正
義
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